
（退院）

病床機能報告(H29)に見る 主な医療機関が担う役割

・ 病床機能報告の主な指標を抽出し，「入院」と
いう事象のおよその流れに沿って整理した。
・各医療機関が地域で担っている役割を大まかに
示すための，概念（イメージ）的資料である。

（入院⇒退院の流れに沿って）

〔手術〕

〔時間外・急患対応〕

〔全身管理〕

〔入院〕

〔がん検査・治療〕

〔リハビリ〕

〔療養病棟〕

〔退院〕

※ 退院には，
転院・死亡
退院を含ま
ない。
（転院は，回
復期・慢性
期が終わっ
ていないと
の整理）

※ 入院には，
自院内転棟
及び転院を
含む。
（増悪等によ
り急性期が
始まったと
との整理）

（急性期） （回復期・
慢性期）

※ ・ 病床機能報告に基づく，平成29年6月１か月間のデータである。
ただし，時間外・急患対応は，平成28年７月１日から１年間のデータである。

・ 10件未満(＊)及び未確認の数値は，合計に反映されていない。

資料４


